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令和７年４月１日 

 外来診療科案内（主な症状のご案内）  

 

●総合内科：  

成人における幅広い健康問題を診断・治療・管理する診療科です。内科全般を診療する科で、生活習慣病や専門

的な疾患など、日常の健康問題に対応します。専門医に比べて広範な疾患を扱うため、適切な診療科への振り分

けを行う「ゲートキーパー」の役割を担っています。どの診療科に受診すればよいかわかない患者さんの窓口にな

ります。 

 

主な症状・疾患： ・日頃から受診している病気と明らかに違う症状の時、どの診療科に受診したらいいかわからな

い時、健康診断や人間ドックで複数の項目で要検査・治療に判定された時、急に具合が悪くなり予約日まで待てな

くなった時（応急対応） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●呼吸器内科： 

呼吸器内科は、呼吸器系に関連する疾患を診断・治療する専門分野です。対象となる呼吸器系は、気道（鼻腔、

気管、気管支）から肺、胸膜、横隔膜に至るまで広範囲にわたります。 

 

主な症状・疾患： 呼吸困難、咳・痰、胸痛、血痰、体重減少 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●循環器内科： 

 循環器内科は、心臓や血管、リンパ管などの循環器に関連する症状や病気を扱います。 

 

主な症状・疾患： 胸痛・圧迫感、息切れや呼吸困難、動悸や脈の乱れ、めまいや失神、浮腫み、背中の痛み、冷や汗 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●消化器内科： 

消化器内科では、口から肛門までの消化管や肝臓、胆のう、膵臓などの症状を診察・治療します。 

 

主な症状・疾患： 便秘、下痢、腹痛、胃痛、上腹部痛、 心窩部痛（みぞおちのあたり）、胃もたれ、吐き気、胸焼け、

喉（のど）がつかえる、食べ物が詰まる 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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●血液内科：  

血液内科は、血液や造血器官に関連する疾患の診断、治療、管理を専門とする医学の分野です。この科では、血

液の成分（赤血球、白血球、血小板など）や血液の生成に関与する骨髄、リンパ系、脾臓などの疾患を扱います。 

 

主な症状・疾患： 貧血、血傾向、感染症の頻発、リンパ節の腫れ、体重減少 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

●糖尿病内科： 

   糖尿病内科では、糖尿病や高脂血症、高尿酸血症などの代謝疾患、甲状腺疾患、副腎疾患、下垂体疾患などの

内分泌疾患を診療しています。 

 

 主な症状・疾患： 多尿、口渇、体重減少、疲労感、視力の変化、傷の治りが遅い、手足のしびれや痛み。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●アレルギー科： 

アレルギーとは、免疫系が特定の物質（アレルゲン）に過剰に反応することによって引き起こされる病状で花粉

症やアトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、じんましん、気管支喘息など、アレルギー反応による症状を診療してい

ます。 

  

 主な症状・疾患： 季節で鼻水や鼻づまり、目のかゆみ、季節で皮膚がかゆくなる・湿疹ができる、風邪をひくと咳

がとまらない食べ物で口の中がかゆくなる、じんましんがでる 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●リウマチ科： 

リウマチ科は、関節リウマチや全身性エリテマトーデスなどのリウマチ性疾患や膠原病、自己免疫疾患全般を専

門的に診療しています。 

  

 主な症状・疾患： 関節の痛み・腫れ・朝のこわばり、全身倦怠感、微熱、体重減少、浮腫み、口渇、目の渇き、手足に

力が入りにくい、寒いところに行くと手指が白～紫色になる、皮膚に赤色や紫色の斑点ができ

る、 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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●外科： 

鼠径ヘルニア、虫垂炎、胆石胆のう炎、痔核などの良性疾患や、大腸がん、直腸がん、胃がんなどの消化器がん

（悪性腫瘍）、腸閉塞、消化管穿孔などの腹部救急疾患を診察します。 

  

 主な症状・疾患： 腹痛、嘔気、嘔吐、下痢、便秘、下血、吐血、腹部膨満感、乳房の痛み、乳房のしこり、皮膚の腫れ、

痛み、ただれ、発赤、擦り傷、切り傷、皮膚の膿、リンパ節の腫れ、やけど、異物刺入（トゲや釘が

刺さった時など）、捻挫、打撲、皮膚のできもの  

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●脳神経外科： 

脳や脊髄、神経に関連する症状や病気を専門的に診断・治療する診療科です。脳卒中や脳腫瘍、頭部外傷など

の急性期医療に加えて、てんかんや頭痛などの診療も行われます。 

  

 主な症状・疾患： 頭痛、めまい、手足のしびれや麻痺、物忘れや注意力の低下、顔の麻痺、吐き気、耳鳴り、ふらつ

き、けいれん 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●形成外科： 

主に身体の表面にある病気や怪我について、傷や変形をきれいに治すことを目的として、機能と美しさに配慮

した診療が行われます診療を行います。 

  

 主な症状・疾患： けがややけど、ひきつれ、ケロイドなどの症状、皮膚の腫瘍やしみ、あざ、手術後の傷跡や変形、

巻き爪（陥入爪） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●整形外科： 

運動器（骨、関節、筋肉、靭帯、神経など）に関連する疾患や障害の診断、治療、リハビリテーションを専門とする

医学の分野です。この分野では、外傷（骨折や捻挫など）、変性疾患（関節リウマチや変形性関節症など）、先天性疾

患（先天性股関節脱臼など）、スポーツ障害など、さまざまな問題に対処します。 

 

主な症状・疾患： 骨折、脱臼、捻挫、打撲などの外傷、四肢・関節痛、四肢のしびれ、関節リウマチ、骨粗鬆症、スポ

ーツ障害、交通事故、労災での外傷 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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●リハビリテーション科： 

 病気やけが、手術後の機能回復を目的とする医療分野です。この科では、患者が日常生活をより良く送れるよう

に、身体機能や運動能力の回復を診察・アプローチを行っています。 

 

主な症状・疾患： 神経・筋・骨格系の疾患や外傷によって生じた運動機能障害、中枢性機能障害 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●皮膚科： 

頭皮、顔、体、手足、耳や鼻、口の中まで、広範囲にわたり、目で見える部分が皮膚科の診察範囲です。 

  

 主な症状・疾患： アトピー性皮膚炎、乾癬、湿疹、皮膚感染症、皮膚がん、ニキビ、白癬（いわゆる水虫） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●泌尿器科： 

泌尿器科（ひにょうきか）は、腎臓、尿管、膀胱、尿道といった構造が含まれます。また、男性の生殖器（精巣、陰

茎など）も診察を行います 

  

 主な症状・疾患： 血尿、排尿痛、頻尿、残尿感、排尿困難、尿が出ない、尿失禁、尿がにごる（膿尿）、足の浮腫み、腰

や背中の痛み 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●耳鼻咽喉科： 

 耳鼻咽喉科（じびいんこうか）は、耳、鼻、喉（咽喉・喉頭）に関連する疾患や障害を診断・治療する専門の医療分

野です。 

 

主な症状・疾患：   耳 : 聴覚や平衡感覚に関連する疾患（例：耳鳴り、中耳炎、難聴、めまいなど）。 

鼻 : アレルギー性鼻炎、副鼻腔炎、鼻出血、嗅覚障害など。 

喉 : のどの痛み、声の障害、飲み込みの問題、扁桃腺の炎症など。  

花粉症 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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●眼科： 

眼科は視覚に関連するさまざまな問題を診断し、治療を行います。具体的には、視力検査、眼病の診断、手術

（例：白内障手術、緑内障手術）、眼鏡の処方、さらには目に関連する外傷や感染症の治療などを行います。 

  

 主な症状・疾患： 白目が赤い、充血、目ヤニ、目が乾く、目のかゆみ、視力の低下、物が見えにくい、物が歪んで見

える、まぶしく感じる、ゴミのような黒い点が見える、ものが二重に見える、視野が欠ける、もの

もらい、まぶたのできもの、まぶたのけいれん 

 

【治療内容】白内障手術（外来・入院どちらでも対応可）、後発白内障手術、網膜レーザー治療、緑内障レーザー治療、 

硝子体内注射、硝子体手術、眼瞼疾患に対する手術、結膜疾患に対する手術、その他患者様の状態により必要な手

術を行っています。 

 

【手術実績】 

年 白内障手術 硝子体手術 眼瞼下垂症手術 眼瞼内反症手術 翼状片手術 緑内障手術 

2024年 724件 42件 74件 8件 14件 26件 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●歯科： 

当院の歯科は病院付属ですが、う蝕や歯周病の治療、義歯作成などの一般的な歯科治療を行っております。病

棟の口腔ケアも行っています。う蝕や歯周病は歯科の病気の 2 大疾患であり、歯科の喪失の主な原因となってい

ます。また歯周病は基礎疾患や生活習慣との関連が指摘されているため、早期の治療が大切です。歯を失った場

合は、少数であっても義歯などで補填しないと機能障害や歯列が乱れる原因となります。インプラント、特殊な口

腔外科等は大学病院等を紹介しております。 

 

 主な症状・疾患：  う蝕、歯周病、義歯作成 

 

 

 


